
「深海性魚類の多様性」　理学部　遠藤広光	


フウセンウナギ	


Paxton	
  and	
  Eschmeyer	
  (1998)	
  Encyclopedia	
  of	
  Fishes,	
  2nd	
  ed.	
  より	


Saccopharynchus ampullaceus 



地球表面の71％は海	


一般に水深 200 ｍ よりも深い海 	


海の88％は1,000ｍよりも深い	


・海の平均水深は3,800ｍ	


・最深部は11,034 m	


地球上の生物の生息空間の99.5％は深海	


深海とは？	




•  光りは水深1,000 m まで届く	

•  水圧は水深10ｍごとに１気圧かかる	

•  水深1,000ｍより下は水温 5 ℃ 以下	

•  水深1,000ｍより下は生物が少ない	

•  水深1,000ｍ付近では最も酸素量が少ない	


ナガアオメエソ	


土佐湾の水深300ｍで採集	


深海の環境	




深海魚の適応進化	


1. 形態の特殊化	

　補食器官，視覚，嗅覚，触覚（側線系）の感覚器官	

2. 生物発光（自力発光，共生発光）	

　中深層での隠蔽，補食，餌の誘引，逃避行動　	

　種内のコミュニケーション（群れ，雌雄）	


3. 生活史の特殊化	

　繁殖様式，性的二形，性転換（雌雄同体），仔稚魚期	

4. 行動の特殊化	

　日周鉛直移動，繁殖や季節的な回遊など	

5. 生理学的な特殊化	

　エネルギー効率（低代謝，低酸素），	

　タンパク質の構造（分子の3次構造），酵素の活性	

　	




・昼は深海，夜は表面近くへ浮上	


・一生のうちに表層と深海を往復	


初期生活史と成長に関係	


エサを求め，捕食者をさける	
  
★日周鉛直移動	


・産卵のため深海から浅海に移動	


深海魚も浅い海を利用する	




ホウライエソの頭部	


Paxton	
  and	
  Eschmeyer	
  (1998)	
  Encyclopedia	
  of	
  Fishes,	
  2nd	
  ed.	
  より	




ホウライエソの摂餌	


ワニトカゲギス科	




深海底上のオオイトヒキイワシ	


Paxton	
  and	
  Eschmeyer	
  (1998)	
  Encyclopedia	
  of	
  Fishes,	
  2nd	
  ed.	
  より	


Bathypterois	
  grallator	
  

ヒメ目アオメエソ亜目チョウチンハダカ科	




室戸沖の水深2500ｍで採集された標本	

Bathypterois	
  cf.	
  grallator	
  (Goode	
  and	
  Bean,	
  1886)	
  

オオイトヒキイワシ	




室戸沖で採集されたオオイトヒキイワシ	


Bathypterois	
  cf.	
  grallator	
  (Goode	
  and	
  Bean,	
  1886)	
  



ホウライエソの発光	


中深層性魚類のカウンターイルミネーション	


Paxton	
  and	
  Eschmeyer	
  (1998)	
  Encyclopedia	
  of	
  Fishes,	
  2nd	
  ed.	
  より	


Chauliodus	
  sloani	
  

Nielsen	
  and	
  Bertelsen	
  (1992)より	
  	
  



腹側に発光器をもつ深海魚	


カタホウネンエソ（ワニトカゲギス目ムネエソ科）	

　　水深100~350ｍにすむ	


2000年10月６日に高知市御畳瀬魚市場（大手繰網）で採集	


体長７cm	
  



中深層にすむ深海魚	


トカゲハダカ（ワニトカゲギス目トカゲハダカ科）	


土佐湾の水深	
  800ｍの底曳き網調査で採集	


体長	
  10	
  cm	
  



ソトオリイワシ（ハダカイワシ目ソトオリイワシ科）	


土佐湾の水深	
  500	
  m	
  で採集	

体長20cm	
  



中深層性魚類のカウンターイルミネーション	


Marshall	
  (1979)	
  



中深層にすむ深海魚	


ホテイエソ（ワニトカゲギス目ホテイエソ科）	


今年4月に室戸沿岸の定置網で大量に漁獲された． 
土佐湾では御畳瀬の沖合底びきや調査で稀に採集される． 
西部・中央太平洋の亜熱帯・温帯水域の水深120~800m 



深層にすむ深海魚	


沖縄近海の水深	
  1,100~1,400ｍで採集	


ペリカンアンコウモドキ（アンコウ目クロアンコウ科）	
  

体長15	
  cm	
  



クロアンコウの雌と雄	


（アンコウ目チョウチンアンコウ亜目クロアンコウ科）	


雌の体長は73	
  mm	
  



クロアンコウの寄生雄	


顎の先で付着	


体長15	
  mm	
  



著しい性的二形を示すチョウチンアンコウ亜目魚類	


Paxton and Eschmeyer (1998) Encyclopedia of Fishes, 2nd ed. より�

ラクダアンコウ科	




多様なチョウチンアンコウ亜目魚類　11科35属約160種	




チョウチンアンコウ亜目の幼魚	


2002年4月に沖縄周辺の中深層のトロール調査で採集	


体長は約10	
  mm	
  



Pietsch and Orr (2007): チョウチンアンコウ亜目の系統仮説	


チョウチンアンコウ亜目	


外群	


ヒレナガチョウチン	
  
アンコウ科	


ラクダアンコウ科	


ミツクリエナガ	
  
チョウチンアンコウ科	


シダアンコウ科	


オニアンコウ科	


クロアンコウ科	


フタツザオチョウチン	
  
アンコウ科	


チョウチンアンコウ科	


＊雌雄の成魚と幼魚の88個の	
  
　形態形質に基づき推定	


幼魚は不明	


変態後の雄は不明	


雄は一時的に付着	


雄はすべて寄生性	


雄は条件的な寄生	


Strict	
  consensus	
  of	
  292	
  trees	
  



様々な仔魚	


ハタ科	
  
	
  11	
  mm	
  

ハダカイワシ科	


全長	
  26	
  mm	
  

17	
  mm	
  

アシロ科	


64	
  mm	
  8	
  mm	
  

スズキ亜目	


イットウダイ科	


8	
  mm	
  



ミツマタヤリウオ（ワニトカゲギス目）	


Paxton	
  and	
  Eschmeyer	
  (1998)	
  Encyclopedia	
  of	
  Fishes,	
  2nd	
  ed.	
  より	




Paxton	
  and	
  Eschmeyer	
  (1998)	
  Encyclopedia	
  of	
  Fishes,	
  2nd	
  ed.	
  より	


ミツマタヤリウオ	




フクロウナギ	


水深　~1400ｍ	
全長35cm	
  

フウセンウナギ	


水深　~1100ｍ	


体長	
  1.3	
  m	
  

Eurypharynchus	
  pelecanoides	
  

Saccopharynchus	
  ampullaceus	
  



フウセンウナギ亜目のレプトケパルス	

（柳葉仔魚）	




オニキンメ	


Paxton	
  and	
  Eschmeyer	
  (1998)	
  Encyclopedia	
  of	
  Fishes,	
  2nd	
  ed.	
  より	


Anoplogaster	
  cornuta	
  



沖山	
  (1988)	
  日本産稚魚図鑑 より	


オニキンメの仔稚魚	




ヒメ目アオメエソ亜目魚類の特殊な眼	


Opisthoproctus	
  grimaldii	
  

Ipnops	
  agassizi	
  

沖山	
  (1997)	
  

Marshall	
  (1979)	
  



中深層で観察されたデメニギス	


Robison	
  and	
  Reisenbichler	
  (2008)	
  より	




日本産のデメニギス科魚類	


図は中坊（2000）日本産魚類検索図鑑より	




Robison	
  and	
  Reisenbichler	
  (2008)	
  より	


デメニギスの望遠眼の動き	




深海底上のオオイトヒキイワシ	


Paxton	
  and	
  Eschmeyer	
  (1998)	
  Encyclopedia	
  of	
  Fishes,	
  2nd	
  ed.	
  より	


Bathypterois	
  grallator	
  

ヒメ目アオメエソ亜目チョウチンハダカ科	




ヒメ目アオメエソ亜目魚類の初期生活史	


沖山（1997）	


チョウチンハダカ科	


デメエソ科	


ボウエンギョ科	




ヒメ目魚類における変態に伴う	
  
眼球の形態変化（沖山，1997）	


仔魚	
 成魚	


円形眼	


楕円形眼	


円形眼	


管状眼	


望遠鏡眼	


板状眼	




ネズミヒゲ （トウジン属の仲間）	


沖縄近海の水深	
  500ｍで採集	


南日本から東シナ海の水深300~600ｍにすむ	


全長45cmまで成長	




頭部側線系の発達	


トカゲギス科	


ソコダラ科	


神経丘	




バケダラ（ソコダラ科）	


全長	
  40	
  cm	
  まで成長	


Squalogadus	
  modificatus	
  



バケダラの頭部	

Squalogadus	
  modificatus	
  



バケダラの頭部側線系の神経丘	


Squalogadus	
  modificatus	
  
解剖標本	




ラクダアンコウ科	


Paxton	
  and	
  Eschmeyer	
  (1998)	
  Encyclopedia	
  of	
  Fishes,	
  2nd	
  ed.	
  より	




オニアンコウ	




ラクダアンコウ科	

Paxton	
  and	
  Eschmeyer	
  (1998)	
  Encyclopedia	
  of	
  Fishes,	
  2nd	
  ed.	
  より	



